
　

私
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ビ
ル
マ
、
緬め

ん

甸で
ん

）
の
近
代
史
を

専
門
に
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
道
に
足
を
踏
み
入

れ
た
最
初
の
一
歩
が
学
部
の
卒
業
論
文
で
、
そ
れ
以

来
、
ア
ジ
研
図
書
館
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
も
昔
も
首
都
圏
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
近
代
史
の
史
資

料
を
ま
と
め
て
所
蔵
し
て
い
る
機
関
は
そ
う
多
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
当
時
住
ん
で
い
た
場
所
か
ら
は

少
々
遠
か
っ
た
の
で
す
が
、
卒
論
執
筆
の
た
め
に
、
幕

張
に
移
っ
た
ば
か
り
の
ア
ジ
研
図
書
館
へ
足
し
げ
く

通
っ
て
所
蔵
資
料
を
閲
覧
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ジ
研
図
書
館
で
の
一
番
の
目
当
て
は
植
民
地
議
会

の
議
事
録
で
し
た
（P

ro
ceed

in
gs o

f th
e L

egis-

lative C
o
u
n
cil

な
ど
）。
私
の
卒
論
の
テ
ー
マ
は
イ

ギ
リ
ス
植
民
地
時
代
の
公
衆
衛
生
政
策
と
そ
の
社
会
へ

の
影
響
で
し
た
か
ら
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
政
策
が
ど
の

よ
う
な
議
論
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
評

価
さ
れ
た
の
か
を
知
る
た
め
に
、
植
民
地
議
会
の
議
事

録
は
魅
力
的
な
史
料
で
し
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
一
九
世

紀
中
に
段
階
的
に
イ
ギ
リ
ス
に
よ
っ
て
植
民
地
化
さ

れ
、
英
領
イ
ン
ド
の
一
州
ビ
ル
マ
州
と
な
り
ま
し
た
。

ビ
ル
マ
州
で
は
一
八
九
七
年
に
初
め
て
立
法
参
事
会
と

い
う
植
民
地
行
政
の
諮
問
機
関
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
第

一
次
世
界
大
戦
後
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
民
族
自
決
と
地

方
分
権
化
の
流
れ
に
し
た
が
っ
て
、
ビ
ル
マ
州
の
立
法

参
事
会
も
規
模
と
権
能
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
一
九
三
七
年
に
は
ビ
ル
マ
は
イ
ン
ド
と
分
離
さ
れ

て
別
個
の
植
民
地
と
な
り
、
二
院
制
の
議
会
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
ア
ジ
研
図
書
館
に
は
、
一
八
九
七
年
か
ら

日
本
軍
が
占
領
す
る
一
九
四
一
年
ま
で
の
議
会
議
事
録

の
大
部
分
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
（
一
九
三
七
年
以
降

の
上
院
議
事
録
の
み
未
所
蔵
）。
こ
れ
を
閲
覧
で
き
た

お
か
げ
で
、
な
ん
と
か
卒
業
論
文
を
書
き
上
げ
、
大
学

院
に
進
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

議
会
議
事
録
以
外
に
も
ア
ジ
研
図
書
館
は
様
々
な

ミ
ャ
ン
マ
ー
近
代
史
資
料
を
集
め
て
い
ま
す
。
な
か
で

も
重
要
な
の
が
地
誌
（G

azetteers

）
と
地
租
査
定

報
告
書
（S

ettlem
en

t R
ep

o
rts

）
で
す
。
ど
ち
ら

も
二
〇
世
紀
前
半
に
展
開
さ
れ
た
植
民
地
政
庁
の
一
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
で
す
。
前
者
は
、
各
県
ご
と
の

地
理
や
人
口
、
歴
史
に
つ
い
て
の
概
括
的
な
叙
述
で
、

各
地
方
の
状
況
を
知
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。
後
者
は
当

時
の
主
要
財
源
で
あ
っ
た
地
租
の
査
定
の
た
め
の
調
査

報
告
書
で
、
や
は
り
県
ご
と
に
細
か
に
社
会
経
済
状
況

が
叙
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
植
民
地
期
の
研
究

に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
史
料
で
す
。
ま
た
、
変
わ
っ
た

と
こ
ろ
で
は
、
一
九
四
〇
年
の
植
民
地
議
会
選
挙
の

際
、
当
時
の
首
都
ラ
ン
グ
ー
ン
（
ヤ
ン
ゴ
ン
）
の
選
挙

区
で
作
成
さ
れ
た
選
挙
人
名
簿
（E

lecto
ral ro

ll o
f 

m
em

b
ers o

f th
e R

an
go

o
n
 u

rb
an

 co
n
stitu

-

en
cy

）
も
あ
り
ま
す
。
地
区
ご
と
に
選
挙
人
の
名
前

や
住
所
が
羅
列
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
不
備
や
間

違
い
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
の
で
扱
い
方
が
難
し
い
史
料

で
す
。
し
か
し
、
当
時
の
住
民
に
関
す
る
具
体
的
な
情

報
を
得
る
き
っ
か
け
と
な
り
う
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　

植
民
地
政
庁
の
公
刊
物
の
み
な
ら
ず
、
有
用
な
研
究

文
献
も
揃
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
一
九
一
〇
年
に
設
立

さ
れ
た
ビ
ル
マ
研
究
協
会
の
紀
要
（T

h
e Jo

u
rn

al 

o
f th

e B
u
rm

a R
esearch

 S
o
ciety

）
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
協
会
設
立
の
翌
年
か
ら
一
九
七
九
年
ま
で

刊
行
が
続
い
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
研
究
の
本
丸
と
も
い
え
る

研
究
誌
で
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
の
も
の
は
再
刊

さ
れ
比
較
的
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
の
で
す
が
、
独
立
後

に
刊
行
さ
れ
た
も
の
は
な
か
な
か
現
物
を
目
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ア
ジ
研
は
こ
の
期
間
の
希
少
な
雑

誌
を
現
物
で
所
有
し
て
い
ま
す
。
第
二
に
、
中
国
語
の

東
南
ア
ジ
ア
研
究
誌
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
は
出
色
で
す
。
曁
南
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究

所
の
『
東
南
亜
研
究
』、
雲
南
省
社
会
科
学
院
東
南
ア

ジ
ア
研
究
所
の
『
東
南
亜
』、
厦
門
大
学
南
洋
研
究
所

の
『
南
洋
問
題
研
究
』
な
ど
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
は
東
南
ア
ジ
ア
と
中
国
の
関
係
や
華
僑
華
人

に
関
す
る
研
究
が
数
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
分
野
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
関
す
る
研
究
は
相
対
的
に

少
な
い
で
す
が
、
日
本
語
や
英
語
で
は
得
難
い
情
報
が

中
国
語
誌
か
ら
得
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
近
代
史
に
関
わ
る
基
礎
的
な
史
資
料
が

こ
れ
だ
け
ま
と
ま
っ
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
機
関
は
日
本

国
内
に
指
折
り
数
え
る
ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ジ

研
図
書
館
は
開
架
式
で
広
々
と
し
た
快
適
な
空
間
の
な

か
で
の
び
の
び
と
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
も
と
て
も
親
切
で
す
。
こ
こ
を

利
用
し
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
研
究
の
道
を
歩
み
始
め
る
人
た

ち
が
後
に
続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
お
さ
だ　

の
り
ゆ
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所　

動
向
分
析

研
究
グ
ル
ー
プ
）

第
一
四
回
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ア
ジ
研
図
書
館
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
近
代
史
資
料 

―
私
の
緬
学
事
始
―長

田
紀
之




